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霧中に於ける繰皮のー測定勢

踊富孝治 須川明

(flt~品科皐研究所 海洋王手部門)

〈昭和 21年7月受理)

1. 序 冨

日中の移流霧の場合に地面附近のi熟度が飽和欣態にj主していない場合のある事は， 1事々報告

せられている。 I俗芸喜が襲ういするとき，果して空気中のi熱度が 100%になっ℃いるかどうかは，

霧の消散などを論やる場合には重要である。従来のiJIIJ定訟では，アスマン通風乾謀計の乾球の

両ijVc:ガーゼ 1-2枚張ってmいた殺なものが多い。 とれではあまり正確な漁度の侃は得られな
い告である。どうしてもかなり正確に iJliJれる総な装置をí]jいて~WJ:定するととが必要で、ある。筆

:封らは昭和27年8月上旬， I字)~~海) ~*で、批帯用硫醍琵熱式湯水吉\-による霧水量ìJliV.t1)のi際に ， ;J( 

の様な装置をJijいて，主夢中で格段:の近似的iWJむを同時にι試みた。今回の数也で・ば斗とだ充分とは

いえないが，一肱の結論を得たので，その装世と結果とを簡単に報脅して，手11批判抑教:示を乞

うーた瓦iで、ある。

II. 霧のある場合の濃度測定の装置と方法

unl両lは装置の目苦闘である。 A はプリキ製の g:I~，九ρ1i11y;'ijで，その前端には議1bl主n捉のために，
*iAいIc:lの金網8枚を 1cm IHJlWi1立に並べtdi"Cがあり，着水量が非常に大きい場合には，それ

から落下した水はp 下の金

二制の11';11討の交金1*1Vこ耐まる

おになって肘るi金制の枠

と筒壁との接偶者1\から ~í!iì滋

球諜暖n十の附近迄の1，立の

I竹壁にはラシヤの千tiDが

張つであり，金網の1"1"と向

壁の作IJを霧をと合んだ空気が

i史れるのを防ぐのと，外部
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20 編富孝治 須 )11 明

から金制又は山内に熱が体わる影響を少なくナるj交をとしている。 l¥¥li';'ijの米lilMには向内 Aの空

気をと排出するための羽根 Fがあり， これは電動機 M により別1¥場し 1¥叫'ijの中で 1m/secから

2 m/sec位の風症が生じ得る程度にしてあるが， 質際には 0.48m/s巴C位として依JIjした。 1-2

m/sec 位の}瓜症では金制に附着したJK1i.>'iが吹き fl~ぶことはない。 UilPjの中部にはアスマン通風

乾操計月1の乾，漁球集暖計 Tg，T1が挿入してあり，liil向の外でその湖広が読み取り得る様に

しである。~熱球の-fの i見lf，~jの壁には，ゴム栓をじたRR があいて4なり， アスマン)11のスポイ

ドで、i議球につけたガーゼをこ随時i悶すととが出来るο 又場;TRのガーゼに附請した水量が多い時

に，その水粒.が飛散したりする影響を考えて，滋f去を乾球の後方に1ないたo ~j!lJ~に l際してはモ

ータ戸を暫く廻ql¥IIせしめ，温度が充分落着いてからむ!lJ.'.tを行うととにした。 lnl筒前端に使用し

た金制は以前霧水量計りに依用じたもので，針金の平均i主桜 78μ，千均r~ll隔 380μ の網目で 1

枚の金網の謡1去に3討する拍捉率は凡そ E=0.67であった。

との Eのfi且は;;7(の賞験によって求めた。との装置の金網を 4枚にし，貰際の海議につき議粒:

を吸引して，夫々 4，j;文の金網の着水量を秤量して測定したb その結果の中，第 1，第2の金網の

着水量を第1去に示した。

第 1表

測定日時

7月3EI 211守

4 18 

4 20.5 

昭和 25 年 7 月落石海岸に於ける金網の着7~量に闘ーする笈験i庖

金網妻子水量 I ，11¥1.縫率 E 慌時記議J!ki>t

Al A2 同ベ土示 l 犠水量)
126mg 

229 

411 

38mg 

89 

129 

0.698 

0.612 

0.686 

平均 E=0.67

117mg/m3 

113 

98 

今単位時聞のとの筒の中に流入する霧水量を ψ(但し霧粒は一様な大きさのものと考える)，

金網1枚の捕捉歪与を Eとすれば，第 1枚目により捕捉された水量ゐは IfJE，第2枚目の着水量

<12はψ'E(l-E)であるから) 1枚。捕捉率は，

E 4-f(1)  

で輿えられる。従って第 1表の測定値から Eを求め，とれもa'n表中に表示した。との金制。
捕捉卒の平均値として，E=0.67が得られた。 参考のためにガーゼついて同様の宣験を行った

が，捕捉率として0.2-0.5なる植が得られたJ

金詐jが n枚の場合の捕捉率 Erは近似的に

ら.= 1一 (1-E)" . . ， . . ， • ， • . . ， . . • ， • . . • . • ， ， • • . . . ， ，白・田 ・目白・・・....，......・・ ・・ ・・(2 ) 

で表わされる。従ってとの装置では 11=8であるから

f.'r主宰1.00 ・・・………・・・・……・・……-・・・・・…・・・・・・・…・・…・・・…・"'…・・… ( 3) 
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と概算される。民11ち霧粒は充分捕捉されているものと考えられる。

ガーゼ1枚の場合は 0.2-0ム 2枚の場合でほん==0.36-0.75となり，ガ戸ゼ1-2;枚を乾球

のiliiに沿いただけで・は，霧粒の捕捉には不充分である。

弐に，との装置で、は乾漁球i毘度計の前に霊長t{)'/:を拍捉ずる金網をおい7こから，漁民が 100%以

下の場合には金網に附着した水制蒸費して筒内のi感度測定部分の空気中の水蒸気量が多少増加

し，従って滋度ーの測定値が賓際の外気の埠度より多少増大すると思おれる。又金網からの蒸殻

のために蒸護の潜熱を金網や，そ'れに附着した水から奪い，とれが通過する空気を冷やす結果，

筒内の気温は外気の気温よりも多少低下する告ーである。とれも温度の帆に多少の影響をこ及段、

す。従ってとれらの有!i，巳を行う必要がある。

今装置の金網全体から.!t1f:立時間に蒸護する水量を μ(mg/sec)，筒内の吸引風速をfl(m/sec)，

Pi内の断面積を S(m2)，外主主の皐{主体積中の水蒸気予:を q(mgfmS)，外気の気温~ TfC)， T I'C 

1ftずる飽和1水蒸気量を Q((mgfmS)，符内のJ{1f立体続中の水蒸気量を q'(mg/m3)，気温を T'(oC)， 

T'にますする飽和水蒸気量を Q'(mg/m3)， yi!i.i内i熱度を h'(96)，外気のi熟度h(96)に沿ける水蒸気

墜を p，飽手J1水蒸気R与を Pとすれば，

h =す ×聞は)

Q 
P . ( 5) 
P 

で、あるカミら， (4)， (5);式カミら

h 
-':~ Q .............一・・田・・…・ ・・田・・・・…・・・ ・・・・・・・…・・・・・・.• ~ .・・・・・・・・・・・ (6) 
100 -

となる。

装置の錦繍に附着した霧水が蒸殻して，向内の単位体制lに増加する水蒸気郎元で

あり，元来の水蒸気量 qにとれだけ加えて， fJj内のi品度が h'となるのであるから， (6)式により

q十』丘一 =イ …・・・・・・・・ ー・・・・田・・・ ・・ ••••••.•••••.•• .................…・… ( 7 ) 
JlS 

hQ ρνο/ 
一一十一一=一三一 ・・ ・・・田・・・・・・・田;ー・・・・・ ・・・・・…・ ・・・ー・・・・・・……(~) 
100 . JlS 100 

となり，外気i易度 hは

Q' (" 100μ¥ 
t， == ~n I h一一一一一一} ・…- ………・…・……・・・・ …………( 9) 
Q ¥ Q〆 VSJ 

で興えられる。但し単位休松 (1m'l)中の飽和l水蒸気量 Q(mgfms)又は Q'は気温 T(oC)又は

T だけの 1!f~1教で・コシ戸ク氏3) に依れば

289.4 . __~ .~ 7.4933T 
Q=一一一一一 x4.579x 10"";"':':一一一 (g/m3) ・・・・・・ ・・・・目..... ・・・・・・・・田 (10) 
273+T 237.0十T

であり，との{[，'iは気象常用表などに掲げられている。従って，筒内でiWJ定される}{， T'の外に
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去の111'(，及川並 Tが判れば，外気仙川水められる。

ーたに気温の様化について二Jうえる。金調i:jとl/(i1UをとのJi¥lにはラシヤ有が朕つであり， との1mでは

熱の移動が}'!~IFJHH来るものとして)Jえを進める。との場合」には~Jj.:.常収態に於て金識を1からの水分

の茶殻に必要な熱吉tp.lは金制を泊i必ずる出井氏から辛い， その結県試慌が Tから T〆に低下す

ると考えられるから，空気の耳11立体もitについて

T附んCα)ーら1= T'仇村山) • ••••• ................................. (日)

怒る闘係が成立する。 但し ρα は乾燥空気の質量 cαは乾燥空気の比熱，Cvは水蒸気のよヒ熱，

lは蒸哉の情熱である。との式中の qに (7)式をこ代入すれば

T町町(伊ρa〆山C
T =- 一一 ・・ー・.........，........・ a・・・・・・・・・・・目・・・・(12)

九cJ〆cu-7きら

が州f件専机川ら川tれ川Lるo手長十;ヤCんCvfi は削p“山r刊，何zよK叫土比則肌lJ悦1校吃札し口て 1附/バl附O

μf  

VS 
T圭千T'+一一一 I ~/_一 ・・・・・.• • • • • • • • • • • .・・ ・・・・ 一・・ ・・・・・ (13)

んC"十q

となる。又 PaCαに比し q'Cvも]/401¥'(の1!{lで・あるから

T圭干 T'十 ys j /t q/CUIー中" /1 1 (， CvQγ1  
一一一一一一一ραCα¥A ραrα ノ ー・ 4九百 ραC"¥ム ραCαx100ノ

. (14) 

として禿支えない。又 q'，1/， Q'空間いて書けば (14)式の水尾の械になる。

CvQγ ，1:.....μl 
は1~己主，tt〆 ]/40*'1‘度の1!!(εあり 一一一一ーはせいぜい]_1.5OC 1i';:の11f.iで、あるρ〆αx100 ，~~ ，-"'， v -1 ~V .， "!X-'~ I!'C ~ ~/ "， 1'8ραCα 

から， T/の精度が O.lOC1なであれば

μJ  
T圭干 T/十 一一←ー ・回目・・回目・・田・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ (14)' 

TiS ραCα 

をJIjいても禿支えない。

1= 587.5 cal (150C の1~O， ρ戸 1293x 10~mg/m3 ， Cα== 0.242と3なけば _1_= 1.882x 10→とな
'ραCα  

るa

装置の金網からの蒸護長 μについては， とれと杢く同じnの大きさの金網 1枚について蒸

殻の賞験を以前に行ったととがあり， その賞験結果4)によれば 1分間に封する法務速度〆 li

北海道に沿ける海謡襲来の際の寿命j且10-20CCの純l討では近似的に

μノ{十一竺竺F呉~) == 1臼5.1臼2(仰100ト一h的)(什1.02部5一寸e一1.'1川ヲ叶7'η (什1一寸e川0仰川0.01ο川川}リ1
1 紅lln/

なる寅験式で'r1ilえられた。但しんは金網 1 枚の着水量 (~ng~ である。

此度の装置では金網は 8枚であって 1枚Hの着7K:!ii:は異なり，同筒の外から内へゆく純子高
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長は段々減少するから，とれを 11> ん，ーリんで夫はせば，金制全体からの茶殻速度ρ(-.!Qι)
¥. sec I 

l主主穴式で、示される。

…。{1-~ (川
1ft.し，

15.12x 8 
向= 一 一ー (100-[1) (1.025-e- 1.~73V) ・・・….............…・・・・・・・・・・・・ (17) 
60 

l=fr+12十 一一 +ん ........目・田・ ............一一.............一・・・・・・田 ・・・ (18) 

で a~0.0110 ， fは全休の金網の着水量 (mg)である。賓際は金網を 1枚風が通る毎にそのi長度

が多少境化し， 1ff:って蒸護霊が多少減少する筈であるが，との場合は相HE項を求めるのが日的

でその離がiを知れば充分で、あるからとの影響は1![~im じて蒸殻を三与える場合には， i品度は嬰らゑ

いものとf限定した。

さて，~休の金網に附着している水長/のの時間 rllの増加がは ， dt時間中の金網全体の霧

7)，捕捉五r;:cOf/Sdt (相j捉率bミ1，'Pは議水量 (mg/mS)) と蒸殻景 11dtとのヲ手に等しいから共式が

作られる。

dl ニ (Cf'VS-!I)= (!f'VS-，io)+ I~色 (e- α f ， 十 e- a九十一 "'+e- α'") …(19) 
dt 8 

/Iυ . rlf 
故に (19)式から*!Jる桟に 'P，/ ーであれは一一，/0で時間が経てば fは限りなく増大L，従Iぺs_.-. .-. dt 

って 11=lIuとなる。 Y....'Pくfι であれば fの叱るfl!.[で .!!L::= 0となり，時間が経てば μは
抗P 〆 dt

或る-'5tfl!'lに注ーする。 従って，'Pとfι との大きさによって 2つの場合に分けて;)ラえを進めκy 
る必要がある。との装置では S=0.915X 10-2 (m2)であるから

一生::=K (lOO-h) (mg/m3) いい・ ・ 0・・ H …・・ ・…・ー… ・ぃ・・… (20) 
JiS 

220.3 
K = y (1.025-r-1J72I/) ・・・・・田・・・・・ ・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・・…・・・・・・ (21) 

である。

( 1)ψ>1L=K(100-h)(mgdjの場合，β 
時間が相官杭過した後には μ当 ，11υとなるから

一ι=K (100-11) (mg/m:1) ・ ・・・・ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・田・・田・ ・・・ ・ (22) 
P'S 

であり，とのfli:lを(9)式に代入すれば

Q二h'-100与(100-h)1 ............... ............. ................. (幻)
Q l νj  

ヵ:得られる。
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-~~c. QIー 100]( 
100 h == 100 _v';. 唱ハA V ・・・・目・・・・・・・・・ ・ ・・ ・・・...............一・ ・・・・ (24) 

となる。故に符内の気iK!T1 ~.必度 1/ 外試のiïM毘 T 及び吸引迷度 v(~) が判れば， (24)式
¥sec / 

によって安気中のi必皮hが求められる刊である。外気温度 Tは(14)式と (22)式とから

/]( 
T士子 T1十一一一 (100-h) ・・・・・・田・・・田・回一・・ ・・・・・・・ ぃ ・ ・・・・ ・ー ・・ ・・・・・… (25) 

ドαCα

で興えられるo との Tを(24)式の Qに代入して hを求めればよいのであるが， explicitには求

められないので質際には途失近似法をJIjい (25)式の hの代りt'C1/を代入して Tの近似値を求

め， (10)式に代入して， Qの近1l)，i¥ilを計算し，とれを (24)式に代入し hを求め， とれをこ又(25)

式に入れて Tを求め，とれを (24)式に入れて h乞求める 0' 斯様な扶刊さを繰返し hの自ilが一

定11，'Tに迷:するまでやればよいのであるが可成り繁雑で、ある。 きちに:貫際は Vく K(100-1I)のと

とが多いので;j(のJ践に比較的簡単に求められる。

(司 ψ< K (lOO-h)の場合

時間が相常経過すれば金網の着水量fは一定帆にj主し，従って(19)式から

tL=v-----------:-ー.，.....，............. •.• ...• •..•• •.•...•.. '" •.• .，. ••. ••. (2s) 
1"8 

なる開係が成立する。故にとれを (9)式に代入すれば

1t=(，/-100xヱ¥'!二 (27)
¥Q'  J Q 

が得.られ，一方(14Y式から

T == TI十一Lψ ・・・・・田・・・・回目目・・・目且目・・・・・・・・・盲・・・‘・・ぺ ・…・………………・ (28) 
rαCα 

となる。即ち，との場合には謡水量 Vとおj内の気温 Tfと品度 hノを測定すれば， (28)式と (27)

式により外気温 T と外気i弟度hを求めるととが出来る斑である。

、 III.測定の費例

との装置を昭和127年8月上旬， J手作海岸の北海道大t整理・製部臨海質験所裏の蚕i也(海抜60

m)の尖端にある霧観測所附近の空地の地上1mの高さに設置した。 との場合は筒内の風症を

凡そ V=0.48(m/sec)として使用したから (21)式の Kの値は K三221.3であった。多くの場合に

別報1)の如き方法で同時に霧水量 ψの測定を行った。しかし，との場合協度は 100%と椴定し

て霧水量;を求めたから，質際の霧水量は操度が 10096以下の場合には測定1itlより多少増加する

ものとJ目、われる。しかし操度測定の場合議水量のMlは相HE項に用いるのであるから蹴iilLr.:.:京

支えないので，そのまま使用するととにした。

との測定期間中には本格的な海霧は襲来せや，霧71¥i¥:({'も 330(mg/m3)以下の滞.い霧であっ
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第 2表 厚岸霧観iJ!q所附近の地上 1mの混度の測定値{霧中}

戸時吋喜器;5i筒内制官官伊判 221十一Q日 時 ψ 球温度 (IOO-h) 

(mg-!mS)! T' (OCl! (OCJ !(i(mg/rU3J! h' (%) ! TCC) !Q(mg!m3J! hj%J ! (mg/m3) I (mg/m3) 
月日 帯主ト

8.5 ; 4.30 40 14.79 14.63 12690 98.4 14.86 12743 97.5 552 -254 

4.40 14.77 14.65 12675 98.8 14.84 12726 98.1 419 -201 

5.15 37 14.87 14.82 12751 99.5 14.94 12805 97.6 ラ30 -256 

5.30 14.94 14.97 12805 100 15.D1 12858 99.2 176 - 60 

5.54 63 15.17 15.10 12986 99.3 15.28 13074 98.1 419 -180 

6.04 15.27 15.20 13066 99.3 15.38 13154 98.1 419 -182 

6.33 32 15.57 15、40 13306 98.3、 15.63 13354 97.5 552 -268 

6.50 15.57 15.40 13306 98.3 15.63 13354 97.6 530 -268 

7.30 O 16.54 16.00 14109 94.6 16.54 14110 94.4 123 -713 

8.5; 17.36 138 662 -423 

15.56 15.32 MAlm弛 8 日 13314 I 97.7 日06 -358 

18.20 201 15.84 15.77 I 13522 I 99.3 16.22 I 13838 I 96.2 838 -404 

18.35 15.94 15.83 I 13仰則
I
16.32 
I 
13922 
I
問。 1320 -609 

8.6; 15.13 I 93 17.20 17.03 14678 98.3 17.37 14830 96.2 838 -396 

15.23 17.50 17.40 14945 99.0 17.67 15096 97.3 595 -298 

17.80 15345 15600 16.10 i 184 17.95 98.5 18.40 95.9 935 -485 

16.20 19.14 19.20 16522 100 19.49 . 16850 96.6 750 -328 

ベ問 17.90 17.80 15302 99.0 18.42 15810 94.2 1280 ι662 

16.40 18.20 18.20 15590 100 18.72 16110 95.2 1060 -525 

8.7; 15.17 162 18.90 18.80 16290 99.0 19.21 16590 96.1 860 -362 

15.28 18.90 18.80 16290 99.0 19.21 16590 96.1 860 -362 

18.46 268 18.90 18.80 16298 99.0 19.40 16720 95.0 1100 -584 

18.56 18.80 18.65 16190 98.5 19.30 16670 94.0 1320 -714 

19.10 330 18.80 18.70 16190 99.0 19.42 19785 94.5 992 一75019.20 18.90 18.80 16290 99.0 19.52 16878 94.5 992 -847 
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5.00 17.30 I 17.20 I 14768 99.0 I 17.34 I 14804 I 98.5 331 I -179 

日 時

第 3表 厚岸露観測所附;庄の地上 1mの滋f支の測定値(務議叉は霧のなu、場合}
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l
暴自if室!タ協議度川-Q

川"(0C) I (OC) ¥Q'(mg/tp3)¥ h' (%) I T (OCl :Q (mg!m">: h (%) I (mg/mS) 
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後特 I 16..17 I 15.70 I 13794 I 95.3 I 16.26 I 13871 I 94.4 ! - 716 
16.15 I 15.76 I 13778 96.1 I 16.15 I 13778 I 96.1 I -535 
15.46 I 15.28 I 13218 98.2 15.55 I 13290 I 98.0 I -312 
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この観測では霧水量が測ってなかヮたので，仮に同期の場合fこはψ=50mg/m"として，話事度の補正を

行って，上表の様な hを得た。
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tc。ψのf[ttとK(100-h)のfiH.をよじw主すると沼2夫，前3去に示した棋に.Mれの場合も Vく K

(100-h)であったから， '1ト主.M毘 T~及びi熟度 h の;H-lj1-には (28) 式及び、 (27) 式を HJ いた。 ìJUJ完結

果は抗2去及ぴ沼3去に示した。第3去の場合には湯水量のiJUJ:ι11ftがないが， j!)Jい識で 100

(mg/m3)以下と忠われるもので、あったので，肉n民で惑が認められた場合(第3表1:1=1刊を附した

場合)ψ=50 (mgJmB) と限定して布¥li!叶'illを求めた。布¥11I:.f[1えは-0-3---0-496であったが， ψ=100

(mg/m")としてもー0.6.......-0.896科ー度にしか常らないから， 去のi熱度は近似的には1!ミしいflH.で

あると見ても:;'f::支えないで、あろう。

測定回数が少なくて，はっきりしたととは判らなかったが， j;)，J:.の結果から推定されるとと

は，地上 1mの尚さでは此度のij{lJ克明mJの様にあまり本格的な揚が襲来せすコ，議水量が 100--

300 (mg/rめであまり大でなく，断続的に襲来して来た様なJjえ態て、は，揺はイ{-.tt::しでも円 1:1:1はそ

の漁度が 10096以下の場合が多いのではないかということである。しかも，その場合主気早{¥i:

休ら¥i:11のf色合Jj'(ff(q十伊を計算し，そのi毘度に封する飽不1171¥.蒸気量:Qと比較してみると，去の

米構~K.示したようにいやれの場合にも(q'十q-Q)<O で・あった。日[Jち，斯松なぎ;ミ気塊に沿いて

は~~!..JW;~K態で仕湯ρ千r--fr:は不安'ιで、ある。従って惑は数秒のIHlに蒸鼓して了う ~--f!:5) であるのに

寅際はかなり長時IHJ揚がイパf::しているのは，話番粒の柿給が自 111落下やf~L流で 1二万から行われて

いるためで・あるとJEう。 ;'1主計氏のilllJ'ι結果“)(L{1，くるd::，地 iポ付近で、tiWIJdltのiji;ui礎化が梓L

C J二)jから地上附近へ向って議水量がJZRに)lNi成している。日¥Jち，上}Jから安芸粒が白山落下や

棋散冗?位入すると三与えて来支えない主主で、ある。

“乾霧"と呼ばれている霧は，議粒が小さいために，拍捉率が小さくて物休がほとんど孫で

湾れたい場合に，その霧を斯様によんでいるのである。 しかし“乾説"とよばれる議の中に

は上記の場合の椋に漁度が 100%以下で，霧が附着しでもi立ちに蒸設して了う松な場・合が多い

のではないかと←考えている。 筆者らの測定範l市jでは揺がイiザ¥:じた場合のi必度の故低航は 93%

f立で、あった。

以上の考察で・ば霧粒中の臨分合長の影響は;1W;硯でーきるものと Lた。霧7J¥:r{1の醗分濃度がもし

かなり大であれば， im.度が 10096以下でも識の存在は安定で、ある場合があるととはrllすまでも

ない。とれ勾;に開しては将来多くの資料についで論じたいと思う o

lV.結語

J~の存在する場合のi熟度のìJ!!J)in工村l 々むづかしいが，一つのfi.えみとして上記の様な装置を用

いて測定を行ってみた。 ì~き度のi)!lJ'ιは湯水量測定の飴肢を利用して行ったので，測定回数組め

て少なくあまりはっきりしたととは午Ijらたかった。しかも p 本格的危海霧に遭遇しなかったの

で，海霧の一般性という詳にはいかないが， 日中に断結的に襲来する霧水琵t0--300 mgJm"の

滞い霧にういては，地上1m{止の高さではi熟度が100%.以下のととが多い椋に忠われた。

今後本格的な海霧に劃して，多くのiJlU:屯を行いたいと考えている。
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Resume 

1t has heen pointed out hy several authors that with regard to thc advection fog in th巴

daytime' .thc relative humidity near the ground.surface was frequently less than 100%. As this 

fact is of significance in the discussion of the dissipation of fogs， it is desirahle to ohtain more 

accurate data concerning the humiditr: The writers tried， for this reason， to measure the hu-
midity of foggy air with a simple instrument shown in Fig. 1. A is a hollow cylinder of 11 cm 

diam巴ter，and C is a set of wire-screens (8 sheets) of fine mesh stretched parallel to each other 
at one end of A for the purpose of capturing fog water. A thick doth D， with which the in-
ternal wall of the cylindcr is lined， serves as th巴 heatinsulator hetween the wall and the internal 

air aiId also the packing hetween the wall and the screell-set. A fan F pllt at the other end 
of th巴 cylinderand rotated with江nelectric motor 1¥11 acts as th巴'.exhaust pump of air. T1 and 

T2 are a wet-hulb thermometer and a dry-hulh thermometer， respectively. 
Several minutes after the instrument is set ill action， it attains the stationary state. 1n 

this case， the following relations hold approximately: 
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where 

T: air temperatllre， 
h: humidity of air， 
T/: temperature of air in A， 
.T/: humidity of air in A， 

Q: the saturated water vapour content in the outer air， 

。': in A， 
ραand cαdensity and specific heat of dry air， respectively， 
1: the latent heat of evaporation of wァater，
ψthe fog water content in the outer air. 

As Q and Q' is the function of T and T' only， as indicated hy Eq. (10)， we can ohtain 
the humidity h from the sim 1I1taneous mcasurement of T1， 1/ and 'P. Thc fog water content 
'P is measured hy the us巴 ofanother fog meter. 

1n 1952， w巴 carriedout some field observations on the humidity of foggy air at Akkeshi 
on the Pacific coast of Hokkaido， 'and ohtaiI1ed the values 95-100% for the humidity of fogs 
withψ= 0~300 mg/m~ Ilear the ground. 


